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研究成果の概要：

「声とテクストに関する比較総合的研究」グループは、フランスのボルドー第3大学との共同

研究を推進し、平成19年度には、エリック・ブノワ教授による講演会を開催し、研究の打ち合

わせを行った。平成20年度には、国際シンポジウムを開催し、フランスのボルドー第3大学の研

究グループ「モデルニテ」から、エリック・ブノワ教授とドミニク・ジャラセ教授が参加し、共

同研究の成果を確認した。最終的に研究成果を国内に問いかけるために、平成21年3月に、公開

シンポジウム「声とテクスト論」を開催し、日本で声とテクストの問題をさまざまな角度から研

究している明治学院大学の工藤進教授の基調講演とともに、同時に「＜声＞と身体の日本文学」

と題して、ワークショップも開催し、日本文学をテーマにプロジェクトメンバーによる研究報告

が行われ、活発な質疑応答があった。
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１．研究開始当初の背景

本研究の学術的背景として、主として新潟

大学人文学部の有志による研究会「シュンポ

シオン・ロマンティコン」（年３回）におけ

る研究発表（高木「ネルヴァルの詩空間と声」、

番場「声―問題提起のためにードストエフス
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キーの場合、など）や、新潟大学人文学部研

究プロジェクト「声とテキスト論」（代表：

高木 裕）における研究発表（佐々木「エク

リチュールにおける声の生成」など）が行わ

れており、本研究の研究分担者のそれぞれの

専門の立場から「テクストと声」に関する研

究発表を行ってきた。また、同プロジェクト

では、２００５年９月に、大学間の協定交流

を生かし、フランスで＜声＞をめぐって著作

活動をしているボルドー第３大学教授ドミ

ニク・ラバテ氏を招待し、講演会を開催した

（講演の原稿「声の詩学」の翻訳は、人文科

学研究（新潟大学人文学部）第１１８輯「声

とテキスト論」特集に掲載）。これまでテク

スト論における＜声＞の問題へのアプロー

チはほとんど＜声＞の生成のメカニズムに

関わる「言表」の諸問題としてとらえられて

きたが、言表へのアプローチやナラトロジー

の方法論とは異なる方法で、ドミニク・ラバ

テ氏は、言表の裂け目から現れる特異性に注

目し、２０世紀フランス小説の一つの特徴を

剔出している。彼の講演は、２１世紀の新た

な文学理論、テクスト論の方向を指し示して

いるといえる。つづいて、日本フランス語・

フランス文学会（２００５年度秋期大会）の

ワークショップ「テクスト論の行方」（コー

ディネータ：高木）において、高木はラバテ

氏の講演について紹介するとともに、「声と

詩のテクスト」のテーマで発表を行った。さ

らに２００６年９月に、高木は学内の国際交

流基金により（調査・研究課題「＜声＞に関

する文学理論の共同研究」）、ラバテ氏を代表

とする研究グループ「モデルニテ」と研究交

流し、ボルドー第３大学において講演（Le

texte poétique et la voix）を行った。こ

れにより、人文学部の研究プロジェクト「声

とテキスト論」とボルドー第３大学の研究グ

ループ「モデルニテ」との間で、共同研究の

基盤が形成され、国際シンポジウムの準備は

整った。

２．研究の目的

本研究の目的は、テクストと声の関係と

いう人間の表象の問題において中心に位置

する問題でありながら、その重要性が十分に

は明らかにされていない問題を取り上げ、そ

の意義を多角的な視点から明らかにしよう

とするものである。朗誦の＜声＞とテクスト、

間テクスト性、文体と声の生成におけるオー

トポイエーシス、テクストの変化と語り、告

白/自白における声のメディア論的読解など、

テクストの生成に関わる問題をさまざまな

観点から考察することで、この問題の持つ地

平を明らかにする。＜声＞というタームで何

を指し示すのかは、文学批評のレベルでも、

さまざまであり、一言で定義をするのは難し

いが、ジュネットのナラトロジーのような、

ディスクールの理論、あるいは言表行為論に

収まることができないものを含んでいるこ

とは確かであり、そこに「言表」「主体」「身

体」というタームが分かちがたく絡み合って

いるのである。それゆえ、＜声＞について、

ひとつまとまった理論的なものを構築する

ことはその本質からして多くの困難に遭遇

するであろうが、逆に理論によって絡めとる

ことのできない問題点を丹念に拾い集め、追

究し、むしろそれらの問題の所在をあまねく

照らし出すことが重要であり、そこに本研究

の独創性がある。日本とヨーロッパの古典か

ら、１９世紀の欧米の文学に至るまでを視野

に入れ、多様な視点からこの問題に取り組み、

本質的な問題点について、相互比較検討し、

そこに現出する問題群を呈示することによ

って、新たなテクスト論研究の基盤としたい

と考える。

３．研究の方法



研究方法は、研究の朗誦の＜声＞とテクス

ト、間テクスト性、文体と声の生成における

オートポイエーシス、テクストの変化と語り、

告白/自白における声のメディア論的読解、

テクストの生成論など、さまざまな方法によ

るが、最終的には、＜声＞のテーマを通して、

互いの方法論の検証を比較することになる。

＜声＞というトポスから、テクストの「語り」

を言語学的にアプローチすることから始ま

り、身体論に絡めて研究したり、古典のテク

ストの口承性を追究したり、あるいはテクス

ト内の社会的な言説を読み解いたりと、さま

ざまなアプローチの仕方があるが、いずれに

しても、言語の成立と、社会形成に＜声＞が

果たしてきた歴史的な役割をできる限り明

らかにしようとするものである。

４．研究成果

（１）国際シンポジウムの開催

本科研プロジェクト「声とテクスト論」は、

新潟大学人文学部の交流協定校のフランス

のボルドー第 3 大学の研究グループ「モデル

ニテ」と共同研究を開始し、フランスにおい

て、文学テクストにおける＜声＞の研究の第

一人者であるドミニク・ラバテをはじめとし

て、平成 19 年にはフランス近代詩の＜声＞

の変容を研究するエリック・ブノワを、平成

20 年度にはエリック・ブノワとともに、フラ

ンス 19 世紀絵画の専門家であるドミニク・

ジャラセを招待し、新潟大学 19 世紀研究所

とともに国際シンポジウムを開催し、19 世紀

の再評価を軸に、モデルニテ概念の洗い直し、

＜声＞の問題群と密接に関わるモデルニテ

の射程を再確認するに至った。

（２）国内シンポジウムの開催（講演とワー

クショップ）平成 21 年 3 月に、公開シンポ

ジウム「声とテクスト論」を開催した。

プログラム

①講演「『失われた時を求めて』の声につい

て」 講演者 工藤 進氏（明治学院大学文

学部）

②ワークショップ「声と感覚の日本文学」

○発表者 鈴木孝庸氏（新潟大学人

文学部）「平曲の秘曲におけるテキス

トと音楽」

○発表者 廣部俊也氏（新潟大学人

文学部）「噺本と見立遊び」

○発表者 先田 進氏（新潟大学人

文学部）「『金閣寺』における見るこ

とと聴くこと」

○発表者 佐々木充氏（新潟大学人

文学部）「批評の声と学問の声―小

林秀雄と吉川幸次郎」

③研究プロジェクト「声とテクスト論」の

活動報告

報告者 高木 裕（新潟大学人文学部）

（３）新潟大学人文学部紀要（人文科学研究）
にプロジェクト特集を掲載（第 124 輯）
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